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社会調査データ分析のための
e-Learning教材の開発と展開：

立教大学の事例

廣瀬毅士
立教大学

社会情報教育研究センター
助教
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本日の報告内容
1. e-Learning教材開発をめぐる背景

� e-Learningによる社会調査・統計教育の必要性
� e-Learning教材の開発体制

2. 立教大学におけるe-Learningによる統計教育
� 4つの特色の紹介

3. 今後の展開
� 2011年度 開講科目の開発
� 社会調査・統計教育の質保証へ向けた試み
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e-Learning教材開発をめぐる背景
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市民的教養としての統計学
�統計学の知識を学ぶ意義の変化

� ［専門的知識として］統計学を学ぶ意義

� ［市民的教養として］統計学を学ぶ意義

�データを分析する手法を開発する［メーカー］
としてではなく、データを簡便に分析・解釈・
理解する［ユーザー］としての能力

�広義の情報リテラシーを構成する
�主として、文系学生がその担い手となることが
社会的に期待されている
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文系学生における統計教育の現実
�しかし、現実は…

� モチベーションの低さ
�統計学を学ぶ意義・必要性の理解
�社会的有用性の

� 数学的知識の低さ・毛嫌い
�数学を使う「敷居」の高さ（という感覚）

�どうすればよいのか？
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文系学生に向けた統計教育の課題
�理想－現実＝課題

文系学生が
市民的教養と
して統計学の
知識を有して
いる

理想

モチベーショ
ンの低さ

数学的への毛
嫌い・敷居の
高さ

現実

統計学を学ぶ統計学を学ぶ
モチベーショモチベーショ
ンを上げるンを上げる

文系学生が感文系学生が感
じる「敷居」じる「敷居」
を下げるを下げる

課題
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文系学生のための統計教育に向けて
� 2つの解決策
1. 社会調査士資格

�調査・調査データ分析のスキルを資格化する
ことで、学生の受講意欲を刺激

�履修者の増加をもたらした

2.2. ee--LearningLearningによる統計教育による統計教育
�適切に設計されたe-Learning教材を用いる
ことで「敷居」を下げる

�教養として、社会調査・統計学を学ぶ学生
のためのe-Learning教材の開発へ
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立教大学と数理システムとの連携による開発

e-Learning教材の開発体制

e-Learning教材の
コンテンツ作成

�教材本体の原稿作成
�ビデオ教材の原稿作成
�練習問題の作成

立教大学
(社会情報教育研究センター) 数理システム

e-Learning教材の
電子化・実装

�教材本体のflash化
�ビデオ教材の撮影・編集
�演習用プログラムの作成
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立教大学社会情報教育研究センター
�立教大学における、調査・統計・情報教育の
高度化をサポートする教育研究支援組織
� 2010年3月1日に発足

�３つのサブプロジェクト
�� 統計教育部会統計教育部会

�統計教育に関する科目の提供、セミナー開催
�� 社会調査部会社会調査部会

�調査コンサル・調査データアーカイブ
�� 政府統計部会政府統計部会

�公的統計の二次利用、同教育コンテンツ提供
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事業のイメージ

立教大学社会情報教育研究センター
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立教大学における
e-Learningによる統計教育
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４つの特色
1. 包括的な科目設定

2. 統一したデザインに基づく講義設計

3. 現実の事例を対象とした教材設計

4. インタラクティブ性を重視した講義設計
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1．包括的な科目設計
�全学部・全学年を対象とした教養科目

�調査設計からデータ分析までをカバー

**20112011年度には年度には『『多変量解析多変量解析』』も開講予定も開講予定
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2．統一したデザインに基づく講義設計

� 全体のイメージ
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2．統一したデザインに基づく講義設計

� 1講90分×15講の講義
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2．統一したデザインに基づく講義設計

� 1回分の講義を構成する3つの要素

①授業教材
②掲示板
③練習問題

①授業教材
②掲示板
③練習問題
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 具体的な事例を基礎とする授業教材
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 実務家による社会調査・統計学の活用事例紹介
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 実務家による社会調査・統計学の活用事例紹介
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム（S-plus Enterprise Serverの利用）
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム

� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム（S-plus Enterprise Serverの利用）
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム

� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム（S-plus Enterprise Serverの利用）
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム

� 対話的に社会調査・統計学の重要概念が体感できる
演習プログラム（S-plus Enterprise Serverの利用）
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3．現実の事例を対象とした教材設計
� 現実の事例に基づく練習問題

�知識定着のため、
受講生は練習問
題を何回でも解
くことが可能

�知識定着のため、
受講生は練習問
題を何回でも解
くことが可能
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4．インタラクティブ性を重視した講義設計

�質疑応答への対処
� 掲示板

�学生は授業内容や練習問題への質問を掲示板に
書き込む

� 教育コーチ
�掲示板への回答は「教育コーチ」が行う
�教育コーチは、社会調査法と統計学を専門と
するスタッフで、授業担当者とは異なる

�専門的かつきめ細やかな対応が可能になる

�� 対面授業と同じように、インタラクティブに対面授業と同じように、インタラクティブに
質疑応答が可能質疑応答が可能
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今後の展開
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2011年度 開講科目の開発
�『多変量解析法』e-Learning教材の開発

� 基本的な教材設計原理は、先述の4科目と同じ
�現実の事例をベースにした教材作成
�重回帰分析、ロジットモデル、主成分分析、
因子分析、クラスター分析、MDS

� S-plus Enterprise Serverによる演習プログラム
の積極的利用
�現実のデータに対し、多変量解析の諸手法を
適用・分析することを通じて、多変量解析を
体感的に理解する
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社会調査・統計教育の質保証に向けた試み

�「e-Learning」であることへの懸念
� 「敷居」をさげているので、本来教えるべき内容
が見逃されているのではないか？

� e-Learningを受講した学生は、統計学の内容を
きちんと理解しているのか？

� e-Learningによる統計教育が持つ可能性
� 教材を公開することによる内容改善
� 学生の学習履歴をもとにした教材評価・改善
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社会調査・統計教育の質保証に向けた試み

�教材公開による内容改善
� 科目内容や授業教材の公開が可能
� 関係者が教材を共同利用することも可能
� 以上の営みを通じて、教材改善を行う

�専門家・実務家の相互チェックによる統計
教育の質保証（＋教育内容の標準化）
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社会調査・統計教育の質保証に向けた試み

�学生の学習履歴をもとにした教材評価・改善
� e-Learningにより、受講生の学習履歴などの
データが利用可能に
�学習時間・練習問題の正答率など

� 豊富な学習履歴のデータを用いて、授業教材を客
観的に評価できるとともに、その改善もはかる
ことができる

�� 学生側の情報を活かした教材評価・改善と、学生側の情報を活かした教材評価・改善と、
それを通じた統計教育の質保証それを通じた統計教育の質保証


